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帝
塚
山
大
学
附
属
博
物
館
所
蔵
の
木
造
獅
子
頭
と
そ
の
原
所
在

　

福

田

皐

太
　
　

　
　

一
　
概
要

　

帝
塚
山
大
学
附
属
博
物
館
に
は
木
造
獅
子
頭
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
（
図
①
）。
ま
ず
概
要
を
述
べ
る
。

　

総
長
三
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
総
幅
三
七
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
総
高
二
三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
は
か
る
。
面
部
と
下
顎

部
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
と
も
に
キ
リ
（
桐
）
の
一
材
よ
り
彫

出
す
る
。

　

頭
上
に
髪
を
植
え
、
眉
を
両
目
上
部
に
連
ね
上
面
各
三
箇
所
に

渦
巻
紋
を
表
す
。
眼
球
が
突
出
し
、
鼻
腔
が
大
き
く
あ
き
、
鼻
下

左
右
に
髭
が
広
が
る
。
歯
列
は
上
十
二
本
、
下
十
三
本
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
両
口
脇
に
歯
牙
を
出
す
。
歯
列
後
方
に
径
約
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
穴
が
あ
る
。
頭
後
方
の
縁
を
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

か
ら
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
一
段
掻
き
落
と
し
、
布
を
取
り

付
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
円
孔
を
上
方
二
箇
所
に
あ
け
る
。
前
方

の
縁
に
紐
が
残
る
。

　

面
部
は
内
部
を
広
く
、
厚
さ
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
形
状
に
沿
っ
て
内
刳
り
を
施
す
。
下
顎
部
は

縁
を
波
状
に
し
、
後
方
に
高
さ
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
台
形

の
立
ち
上
が
り
を
設
け
、
中
央
に
棒
を
通
す
孔
を
穿
つ
。
台
形
部

は
別
材
製
で
、
下
方
に
枘
を
設
け
下
顎
部
本
体
に
差
し
込
む
構
造

と
す
る
。
下
顎
部
奥
下
側
に
墨
書
銘
が
あ
る
。

　

面
部
、
下
顎
部
に
赤
色
の
ベ
ン
ガ
ラ
漆
を
施
す
。
眉
は
黒
漆
塗

り
、
白
目
は
金
泥
で
、
瞳
を
墨
書
き
と
す
る
。
歯
列
、
歯
牙
は
金

泥
塗
り
で
あ
る
。
下
顎
部
中
央
の
約
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方

は
素
地
と
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
漆
塗
り
の
剥
落
部
に
当
初
の
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も
の
と
思
わ
れ
る
朱
漆
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
漆

塗
り
は
大
半
は
後
補
と
考
え
ら
れ
る
。
記
銘
部
に
は
後
補
の
漆
が

認
め
ら
れ
な
い
。（
図
②
）。

　
　

二
　
赤
外
線
撮
影
に
よ
る
銘
文
調
査

　

本
品
の
墨
書
銘
に
は
視
認
が
困
難
な
箇
所
が
あ
る
た
め
、
今
回

赤
外
線
撮
影（

１
）に

よ
り
判
読
を
試
み
た
（
図
③
）。
な
お
調
査
に
あ

た
り
、
奈
良
大
学
の
魚
島
純
一
教
授
の
ご
協
力
を
賜
っ
た
。

　
　
〈
墨
書
銘
〉

　
　

文
化
七
午
庚
年
十
月
吉
日

　
　

作
者
防
刕
下
徳
地
柚
木
村

　
　

河
内
□

　
　

□
□
□
□
□
正
光

　
　

願
□
□
□
□

　
　

□
□

　
　

□
□
□
□
衛
門

図①

図②

図③
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な
お
墨
書
銘
に
あ
る
徳
地
柚
木
地
区（
現
山
口
県
山
口
市
徳
地
）

の
柚
木
神
社
に
は
に
は
酷
似
す
る
獅
子
頭
が
伝
存
し
て
お
り
、
同

様
に
墨
書
銘
が
あ
る
。

　
　
〈
墨
書
銘
〉

　
　

文
化
六
己
巳
歳

　
　

八
月
吉
祥
日

　
　

周
防
徳
地
柚
木
村

　
　
　
　
　
　

住

　
　

宮
田
文
治
良

　
　

正
光
作

　
　

三
　
考
察

　

以
上
二
つ
の
銘
文
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
獅
子
頭
は
文
化
六
・
七

年
（
一
八
〇
九
～
一
〇
）
に
防
州
下
徳
地
村
在
住
の
「
宮
田
文
治

良
正
光
」
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
を
も
と
に
徳
地
柚
木
村
に
お
け
る
製
作
当
時
の
様
子
を

『
防
長
風
土
注
進
案
』

（
２
）

か
ら
確
認
す
る
。
同
村
は
家
数
二
九
〇
、

人
口
一
〇
一
八
人
の
製
紙
が
盛
ん
な
村
で
、
山
深
い
土
地
と
い
う

こ
と
も
あ
り
猟
も
行
っ
て
い
た
。
村
社
は
柚
木
神
社
で
、
そ
の
ほ

か
八
幡
宮
や
愛
宕
社
が
あ
る
。
同
村
で
は
、
古
来
「
火
よ
け
の
獅

子
舞
」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
い
、
本
品
は
所
用
獅
子
頭
と
し
て

製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

徳
地
柚
木
で
行
わ
れ
て
い
る
獅
子
舞
は
、
柚
木
神
社
秋
葉
社
で

執
り
行
わ
れ
る
二
百
年
の
伝
承
を
も
つ
行
事
で
、
白
狐
の
祟
り
に

よ
っ
て
村
が
大
火
に
包
ま
れ
た
と
き
、
火
の
神
で
あ
る
秋
葉
神
社

に
祈
願
し
獅
子
舞
を
奉
納
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る（

３
）。

　

こ
の
獅
子
舞
に
つ
い
て
『
徳
地
町
史
』

（
４
）

に
は
次
の
よ
う
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。

　

む
か
し
刀
迫
部
落
に
猟
の
好
き
な
男
が
い
て
部
落
の
向
う

の
山
へ
罠
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
白
い
大
き
な
キ
ツ
ネ
が
か
か

り
、
毎
日
悲
し
い
泣
声
を
あ
げ
と
う
と
う
も
が
き
苦
し
み
死

ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
祟
り
で
部
落
の
家
が
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ

へ
と
八
軒
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
飛
び
火
で
焼
け
て
し
ま
い
、

そ
し
て
そ
の
火
が
お
宮
の
鳥
居
の
前
の
大
き
な
杉
の
木
に
う

つ
り
、
二
又
の
間
に
火
が
籠
り
、
風
が
吹
く
た
び
に
物
凄
い

火
の
粉
を
四
方
に
飛
び
散
ら
し
、
部
落
の
人
は
手
の
つ
け
よ
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う
が
な
い
の
で
、
そ
こ
に
あ
る
火
の
神
様
「
秋
葉
神
社
」
に

願
を
か
け
一
生
懸
命
に
火
が
消
え
る
よ
う
に
祈
っ
た
。
そ
う

す
る
と
七
日
七
晩
燃
え
続
け
た
火
が
不
思
議
に
も
消
え
た
。

そ
の
「
願
」
と
は
、
こ
の
刀
迫
部
落
の
家
が
三
軒
に
な
る
ま

で
「
獅
子
舞
い
」
を
奉
納
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ

で
現
在
で
も
旧
暦
一
月
十
一
日
に
各
家
を
廻
っ
て
「
獅
子
舞

い
」
を
し
て
い
る
。
こ
の
獅
子
に
頭
を
咬
ま
れ
る
と
長
生
き

が
で
き
て
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

大
火
に
よ
っ
て
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
た
徳
地
柚
木
は
、
火
伏
祈

願
の
た
め
に
獅
子
舞
を
奉
納
し
た
の
で
あ
る
。

　

獅
子
舞
を
奉
納
す
る
例
は
全
国
各
地
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

赤
田
光
男
氏
は
『
家
の
伝
承
と
先
祖
観
』
の
中
で
、『
日
本
民
俗

芸
能
辞
典
』
に
て
報
告
さ
れ
て
い
る
全
国
八
十
六
か
所
に
及
ぶ
獅

子
舞
の
事
例
を
、
そ
の
祈
願
内
容
か
ら
十
一
に
分
類
さ
れ
て
い

る（
５
）。

な
お
、八
十
六
の
事
例
の
う
ち
、「
火
伏
祈
願
」
の
獅
子
舞
は
、

次
に
抜
粋
す
る
福
島
県
の
一
例
が
報
告
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
獅
子
舞
の
中
で
も
希
少
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

赤
田
光
男
氏
は
各
地
の
獅
子
舞
を
祈
願
内
容
十
一
種
類
に
分
類

し
て
い
そ
の
中
で
火
伏
祈
願
と
分
類
さ
れ
た
事
例
を
『
日
本
民
俗

芸
能
事
典（

６
）』

か
ら
抜
粋
す
る
。

名
称　

栗
生
沢
の
三
つ
獅
子

所
在
地　

福
島
県
南
会
津
郡
田
島
町
栗
生
沢

沿
革
・
現
状　

　

こ
の
獅
子
舞
は
安
政
四
年
七
月
に
田
島
町
荒
井
よ
り
伝
え

ら
れ
た
と
い
う
。（
中
略
）
栗
生
沢
に
は
現
在
五
巻
の
巻
物

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
荒
井
の
大
火
に
も
、
ま
た

栗
生
沢
の
火
事
で
も
無
事
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
れ
故
に

獅
子
も
火
伏
せ
の
力
が
あ
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
も
徳
地
柚
木
と
同
様
に
、
大
火
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け

た
こ
と
で
獅
子
に
火
伏
の
効
験
を
期
待
し
て
い
る
。
獅
子
舞
に
は

過
去
の
災
害
か
ら
守
り
鎮
め
る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま

り
獅
子
舞
は
人
々
の
生
活
の
安
寧
を
祈
願
し
奉
納
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

さ
て
、
共
通
点
の
多
い
二
つ
の
獅
子
頭
で
あ
る
が
差
異
も
挙
げ

ら
れ
る
。
本
学
附
属
博
物
館
の
獅
子
頭
は
眉
間
に
珠
の
よ
う
な
突
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起
を
具
え
て
い
る
が
、
徳
地
柚
木
地
区
に
伝
存
す
る
獅
子
頭
に
は

珠
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
製
作
年
が
一
年
違
い
で
、
形
状
や

作
風
が
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
獅
子
頭
は
対

で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。

　

山
口
県
下
の
獅
子
頭
に
つ
い
て
臼
杵
華
臣
氏
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る（

７
）。

　

県
下
の
神
社
で
は
、
例
え
ば
花
尾
八
幡
宮
・
防
府
八
幡
宮
、

福
田
八
幡
宮
・
熊
野
神
社
・
今
八
幡
宮
・
椎
尾
八
幡
宮
な
ど

の
よ
う
に
二
頭
を
一
対
の
形
で
伝
存
す
る
も
の
が
少
な
く
な

い
。
こ
の
場
合
陰
陽
二
頭
と
も
呼
ば
れ
た
り
す
る
が
、
多
く

は
彩
色
を
赤
、
黒
を
基
調
に
塗
り
分
け
て
、
雌
獅
子
、
雄
獅

子
と
し
て
あ
つ
か
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
彩
色
で
雌
雄
を
判
別
し
て
い
る
と
あ
る
が
、
今
回
と

り
あ
げ
た
獅
子
頭
は
ど
ち
ら
も
赤
色
で
あ
り
、
こ
の
例
に
は
当
て

は
ま
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
同
時
期
に
作
風
が
酷
似
す
る
獅
子

頭
を
製
作
し
て
い
る
中
で
差
異
を
出
し
て
い
る
点
か
ら
、
珠
の
有

無
が
雌
雄
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
は
二
つ
の
獅
子
頭
の
墨
書
銘
か
ら
製
作
者
と
原
所
在
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
た
。
今
後
も
さ
ら
に
調
査
を
継
続
し
、
本
学
附

属
博
物
館
の
獅
子
頭
の
由
緒
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

【
註
】（

１
）
赤
外
線
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
浜
松
ホ
ト
ン
ク
ス
Ｃ
８
８
０
０
（
Ｉ
Ｒ
︱

８
０
）
に
て
撮
影
。

（
２
）
山
口
県
文
書
館
編
『
防
長
風
土
注
進
案
11
徳
地
宰
判
』（
山
口

県
立
山
口
図
書
館
、
一
九
六
四
年
）

（
３
）『
広
報
と
く
ぢ
』
一
九
九
二
年
三
月
五
日
号
、
山
口
市
歴
史
民

俗
資
料
館
編
『
山
口
市
の
神
楽
─
伝
統
を
つ
な
ぐ
─
』（
山
口
市

歴
史
民
俗
資
料
館
、
二
〇
二
一
年
）

（
４
）『
徳
地
町
史
』（
徳
地
町
、
二
〇
〇
五
年
）

（
５
）
赤
田
光
男
「
獅
子
舞
に
み
る
先
祖
観
」（
同
『
家
の
伝
承
と
先

祖
観
』
人
文
書
院
、
一
九
八
八
年
、
初
出
は
一
九
八
三
年
）
な
お

十
一
の
分
類
は
以
下
の
通
り
A
悪
魔
・
邪
気
・
厄
神
・
疫
病
新
な

ど
の
除
災
・
防
災
・
送
災　

B
五
穀
類
や
蚕
の
豊
作
豊
蚕　

C
魚

の
豊
漁　

D
牛
馬
の
健
康
（
ウ
マ
ヤ
ホ
メ
・
ウ
マ
ヤ
祈
祷
）　

E

水
や
火
に
関
し
て
の
火
伏
せ
・
雨
乞
・
雨
止
め
・
水
難
除
け　

F

国
・
村
・
家
に
関
し
て
の
天
下
泰
平
・
村
内
安
全
・
家
内
安
全　

G
生
児
の
健
康
、
新
婚
夫
婦
の
和
合
、
人
の
無
病
息
災
、
治
病　

H
建
築
物
に
関
し
て
の
地
固
め
、
家
固
め
、
橋
固
め
、
道
固
め
（
庭
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ホ
メ
・
家
ホ
メ
な
ど
）　

I
精
霊
・
餓
鬼
供
養
（
墓
獅
子
・
彼
岸

獅
子
・
盆
施
餓
鬼
獅
子
）　

J
神
仏
に
対
す
る
感
謝
と
慰
安
（
寺

社
や
山
の
神
の
祭
り
）　

K
そ
の
他
キ
ツ
ネ
オ
ト
シ
や
諸
願
成
就

（
６
）
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
編
『
日
本
民
俗
芸
能
事
典
』（
第

一
法
規
出
版
、
一
九
七
六
年
）

（
７
）
臼
杵
華
臣
『
防
長
の
獅
子
頭
』（
防
府
天
満
宮
、
一
九
九
四
年
）

付
記調

査
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、
奈
良
大

学
に
は
多
大
な
協
力
を
い
た
だ
い
た
。心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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